
広報「みやわか」が、あなたの生活に欠かせない「話題」と「情報」をお届けします

5
2006
NO.004

僕も宮若市も同じ１年生。
４月１２日、宮若市の全小学校で入学式が行われました。カメラに手を振って応えてくれたはの髙須拓実くん。
これから始まる小学校生活が楽しみだね。（笠松小学校入学式から）

朱
あか

き燃え石
「走れアルコ２２号時

と き

空をこえて」　 プロローグ



序章（プロローグ）

朱
あ か

き燃え石～走れアルコ２２号時
と き

空をこえて～

表紙
・笠松小学校入学式から

旬の人。
・松永ハナエさん

Miyawaka Waching
・有吉市政スタート
・満開の桜の下で勉強会　など

みやわかHOT LINE
・在宅介護支援センター
・児童手当の拡充について　など

公民館トピック

今月の健康

司書のオススメ本

イベント＆ニュース
・「納税」
・「相談」　など

犬鳴川まつり

宮若市探訪
・ふる里は燃えている。　
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硬ぼ
た

山
の 

風
銀
色
の 

花
芒

す
す
き

　
「
昨
年
の
11
月
、
公
園
の
ス
ス
キ
を
見
て
、
す

ぐ
こ
の
句
が
浮
か
ん
だ
ん
よ
。
き
れ
い
な
も
の

を
見
た
と
き
、
そ
の
美
し
さ
を
ど
の
よ
う
に
表

現
し
た
ら
よ
い
か
考
え
て
、
句
を
作
っ
て
い
る

ん
よ
」
と
話
す
松
永
ハ
ナ
エ
さ
ん
。

　

俳
句
を
始
め
た
の
は
、
５
年
程
前
。
そ
れ
ま

で
は
詩
吟
に
熱
中
し
て
い
た
。

　

俳
句
は
、
五
・
七
・
五
の
十
七
文
字
で
作
る
と

い
う
こ
と
と
、
季
節
を
表
す
言
葉
「
季
語
」
を

一
つ
入
れ
る
と
い
う
二
つ
の
約
束
を
守
れ
ば
、

誰
で
も
作
れ
る
詩
。
松
永
さ
ん
は
老
化
防
止
の

た
め
と
話
す
が
、
そ
の
多
く
の
詩
が
本
や
雑
誌

で
紹
介
さ
れ
、
今
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
「
月
、
水
、
金
曜
日
に
近
く
の
温
泉
に
行
く
ん

や
け
ど
、
そ
こ
に
行
く
ま
で
の
バ
ス
の
中
と
か
、

日
常
の
生
活
で
感
じ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
詩
に

し
と
う
だ
け
な
ん
よ
。
俳
句
を
す
る
よ
う
に
な
っ

て
、
今
ま
で
感
じ
な
か
っ
た
こ
と
で
も
感
動
す

る
よ
う
に
な
っ
た
わ
。
花
を
見
れ
ば
、
そ
の
美

し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
る
し
、
い
い
映
画
を
見
れ

ば
感
動
す
る
。
最
近
感
動
し
た
の
は
『
タ
イ
タ

ニ
ッ
ク
』。
本
当
に
い
い
映
画
や
っ
た
」

　

常
に
自
然
体
で
い
る
こ
と
が
、
美
し
い
も
の

を
美
し
い
と
感
じ
る
ス
ト
レ
ー
ト
な
感
受
性
を

得
る
こ
と
を
話
し
て
く
れ
る
松
永
さ
ん
。

　
「
春
は
、
た
く
さ
ん
の
花
が
咲
く
の
で
一
番
好

き
な
季
節
な
ん
よ
。
最
近
作
っ
た
句
で
、
お
気

に
入
り
の
一
句
が
あ
る
ん
よ
」

　

月
光
の 

甍
に
花
の 

吹
雪
か
な

松永ハナエさん  まつなが はなえ   ９１歳　

俳句は、小さなことでも
感動を与えてくれるんです。

旬の人。
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【表紙写真】
天気もこの日を待っていたかのように

晴れ渡った１日。この日、宮若市の全

小学校で入学式が行われました。取材

で訪れたのは、笠松小学校。自分自身

が小学校に入学したときのことを思い

出しながらシャッターを切りました。

市内で真新しいランドセルを背負った

児童を見かけたときは、地域全体で温

かく見守っていきたいものです。

こ
れ
を
見
な
き
ゃ
、

は
じ
ま
ら
な
い
。

朱
あか

き燃え石
「走れアルコ２２号時

と き

空をこえて」　 プロローグ

1

22宮
若
市
の
合
併
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
何
が
ふ
さ
わ

し
い
か
。
合
併
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
と
行
政

が
意
見
を
交
わ
し
出
し
た
テ
ー
マ
。
そ
れ
は
、
旧
町

の
垣
根
を
越
え
自
分
た
ち
で
一
つ
の
も
の
を
作
る
こ

と
。
そ
し
て
、
ふ
る
里
を
誇
れ
る
も
の
に
し
た
い
と

い
う
思
い
。
そ
こ
か
ら
今
回
、
ふ
る
里
を
題
材
に
し

た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
に
集
ま
っ
た
五
十
七
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の

朱
き
思
い
を
お
伝
え
し
ま
す
。



宮
若
市
の
ル
ー
ツ
を
紐ひ
も
と解
く
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、『
朱あ
か

き
燃
え
石
〜
走
れ
ア
ル
コ
22
号
時と

き空
を
こ
え
て
〜
』
公
演
日
程
が
決
定

私
た
ち
が
ふ
る
里
へ
の
朱あ

か

き
思
い
を
、

歌
と
踊
り
で
表
現
し
ま
す
。

を
こ
え
て
〜
』、
九
カ
月
の
練
習
の
成
果
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

● 

と
き　

６
月
３
日（
土
）▽
昼
＝
午
後
１
時
開
場
、

１
時
30
分
開
演
▽
夜
＝
午
後
５
時
開
場
、
５
時

30
分
開
演

　

６
月
４
日
（
日
）
▽
昼
＝
午
後
12
時
30
分
開

場
、
１
時
開
演
▽
夜
＝
午
後
５
時
30
分
開

場
、
６
時
開
演
（
全
四
回
）

● 

と
こ
ろ　

マ
リ
ー
ホ
ー
ル
宮
田

● 

駐
車
場　

本
庁
駐
車
場
、
犬
鳴
川
河
川

敷
駐
車
場
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
（
当
日
は
看
板
を
設
置
し
て

い
ま
す
）

● 

チ
ケ
ッ
ト　

三
百
円（
全
席
自
由
）

※ 

チ
ケ
ッ
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
の
公
演

日
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
購
入
時

に
は
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所　

本
庁

企
画
調
整
係
（
☎
３
２
・

０
５
１
２
）、
支
所
管
理

係（
☎
５
２・１
１
１
１
）、

中
央
公
民
館
若
宮
分

館
（
☎
５
２
・
０
８
５

９
）

● 

問
い
合
わ
せ　

本

庁
企
画
調
整
係

☎
３
２
・
０
５

１
２

「
よ
み
が
え
れ
！
ア
ル
コ
22
号
、
走
れ
！
ア
ル
コ
22
号
」

宮
若
小
学
校
の
児
童
が
遠
足
で
や
っ
て
き
た
の
は
石
炭
記
念
館
。
そ
こ
に
展
示

し
て
い
る
蒸
気
機
関
車
「
ア
ル
コ
22
号
」
の
雄
姿
に
魅
せ
ら
れ
た
山
下
純
は
、

朱
く
燃
え
る
石
炭
を
ア
ル
コ
22
号
の
口
に
投
げ
込
む
。
そ
の
時
、
大
き
な
落

雷
が
襲
い
、
ア
ル
コ
22
号
と
一
緒
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
の
旅
が
始
ま
る
。

古
墳
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
千
五
百
年
の
旅
は
、
一
緒
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
同
級
生
の
青
山
あ
ゆ
み
と
坂
上
、
榊
原
先
生
、
ア
ル
コ
22
号
の
元

運
転
士
、
横
田
哲
夫
と
妻
の
郁
子
の
六
人
で
始
ま
る
。
危
険
な
目
に
遭
っ

た
り
思
わ
ぬ
人
に
遭
遇
し
た
り
、
ハ
ラ
ハ
ラ
・
ド
キ
ド
キ
の
連
続
。
純

た
ち
は
、
宮
田
・
若
宮
の
歴
史
を
駆
け
め
ぐ
る
中
で
、
こ
の
土
地
が
培
っ

て
き
た
も
の
や
、
こ
こ
に
生
き
て
き
た
人
た
ち
か
ら
、
た
く
さ
ん
の

事
を
学
ぶ
。
そ
し
て
、
現

代
の
宮
若
市
で
生
き
る

自
分
た
ち
に
と
っ
て
大

切
な
事
は
何
な
の
か
気

づ
き
は
じ
め
る
。

宮
若
市
発
足
記
念
事

業
、
市
民
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
『
朱
き
燃

え
石
〜
走
れ
ア

ル
コ
22
号
時
空

朱
あか

き燃え石
「走れアルコ２２号時

と き

空をこえて」　 プロローグ
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チケットはそれぞれ色とデザインで分か
れています。お間違いのないように。

さ
ぁ
、
こ
こ
に
お
い
で
、

共
に
輝
く
宮
若
市
を
築
こ
う
よ
。



自立した宮若市へ
自分にできることを
見つけませんか

　宮田町と若宮町が合併して、２カ
月半がたちました。
　宮若市が、地方分権社会の中で独
自の個性を生かし、魅力ある都市と
なるためには、何が必要なのでしょ
うか。早稲田大学大学院教授で、新
しい日本をつくる国民会議の代表で
もある、北川正恭さんがまちづくり
についてわかりやすくお話します。
　市民の皆さんへのまちづくり参画
と意識の向上を目指し、市民と行政
が一体となるためのヒントがこの講
演会にあります。
● とき　６月４日（日）午後３時か
ら

● ところ　宮若市文化センター
● 入場料　無料
● 講演　『地域自立のまちづくり～
立ち位置を変えて～』

● 講師　北川正恭さん
● 問い合わせ　本庁企画調整係☎３
２・０５１２

きやがわまさやす・昭和１９年生まれ。「生活

者起点」を掲げゼロベースで事業を評価し、

改革を進める「事業評価システム」や情報公

開を積極的に進め、地方分権の騎手として活

動。達成、目標、手段、財源を住民に約束す

る「マニフェスト」を提言。三重県知事を２

期務め、３年前に退任。現在、早稲田大学大

学院教授。

竹
原
古
墳
、
十
六
羅ら
か
ん漢
、
菊き
く
ち
ろ
く
さ
く

池
六
朔
な
ど
、
ア
ル
コ
22
号
と
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
の
旅
に
出
よ
う

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
見
所
を

こ
っ
そ
り
教
え
ま
す
。

　

と
に
か
く
び
っ
く
り
。
自
分
が
主
役
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
。
う
れ
し
い

け
ど
、
せ
り
ふ
と
か
ち
ゃ
ん
と
覚
え
ら
れ

る
か
不
安
だ
っ
た
。
で
も
、
先
生
が
丁
寧

に
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
あ
と
少
し
で
せ

り
ふ
を
覚
え
ら
れ
そ
う
。

　

も
と
も
と
、
劇
な
ど
が
大
好
き
な
ん
で

す
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
も
す
ぐ
応
募
し
た

ん
だ
。
僕
は
、
星
組
の
純
。
花
組
の
純
は

別
の
人
が
す
る
ん
だ
。
だ
か
ら
、
連
続
で

見
て
も
飽
き
な
い
と
思
う
。

　

純
は
、
知
り
た
が
り
屋
で
旅
好
き
。
僕

と
似
て
い
る
点
も
あ
る
け
ど
、
違
う
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
、
演
じ
る
の
は
難
し
い
よ
。

だ
か
ら
、
練
習
の
日
は
、
自
分
は
友
也
で

な
く
、
純
と
言
い
聞
か
せ
て
い
る
ん
だ
。

　

僕
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
歌
う
「
輝
く
ふ
る
さ
と
」
が
大
好
き
。

見
に
来
て
く
れ
た
す
べ
て
の
人
と
一
緒
に

歌
え
た
ら
最
高
で
す
。

　

私
が
演
じ
る
の
は
、
古
墳
時
代
の
女
の

子
、
ナ
ナ
。

　

純
た
ち
が
、
最
初
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
て
や
っ
て
く
る
と
こ
ろ
。
最
初
の
登
場

は
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
所
か
ら
出
て
来

る
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
て
ね
。
あ
ん
ま

り
話
す
と
び
っ
く
り
し
な
い
と
思
う
か
ら

教
え
な
い
け
ど
ね
。

　

私
は
歌
も
好
き
だ
け
ど
、
舞
台
で
踊
っ
た

り
す
る
ほ
う
が
大
好
き
。
だ
か
ら
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
練
習
に
来
る
日
は
楽
し
み
な
ん

だ
。

　

そ
れ
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
い
る
か
ら

そ
れ
だ
け
で
も
楽
し
い
よ
。
ほ
か
の
学
校

の
人
と
お
話
し
で
き
る
の
も
大
好
き
。
だ

か
ら
厳
し
い
練
習
も
へ
っ
ち
ゃ
ら
。

　

み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、

歌
と
踊
り
を
完
ぺ
き
に
覚
え
て
、
来
て
く

れ
た
人
か
ら
「
踊
り
よ
か
っ
た
ね
」
て
言

わ
れ
る
よ
う
に
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

役
を
も
ら
っ
た
と
き
、
正
直
「
菊
池
六

朔
っ
て
誰
？
」
っ
て
思
い
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
中
で
も
、
知
ら
な
い
人
が
た
く
さ

ん
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
見
て
も
ら
っ
て
、
私
た

ち
が
住
ん
で
い
る
宮
若
市
を
再
発
見
し
て

も
ら
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
踊
り
を
習
っ
て
い
る

の
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
話
し
を
聞
い
た

と
き
は
す
ぐ
応
募
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
と
の
練
習
は
、
楽
し
い
で

す
。
本
当
は
、
私
が
子
ど
も
た
ち
に
教
え

な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
逆
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て
い
る

ん
で
す
。

　

私
が
想
像
す
る
菊
池
六
朔
像
は
、
き
っ

と
勉
強
が
大
好
き
で
、
明
る
く
、
笑
顔
が

す
て
き
な
人
だ
と
思
い
ま
す
。
過
去
に
と

ら
わ
れ
ず
に
、
現
代
版
の
菊
池
六
朔
を
思

い
っ
き
り
演
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

歌
や
踊
り
は
全
く
の
素
人
。
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
、
昔
か
ら
音
痴
と
言
わ
れ
た
ほ

う
で
す
。
で
も
、
毎
週
楽
し
く
練
習
を
し

て
い
ま
す
。

　

私
が
演
じ
る
の
は
、
ア
ル
コ
22
号
の
元

運
転
士
だ
っ
た
横
田
哲
夫
。
こ
の
役
は
、

大
好
き
な
ん
で
す
。
哲
夫
は
常
に
子
ど
も

た
ち
を
見
守
っ
て
い
る
ん
で
す
。
自
分
も

こ
ん
な
大
き
な
視
点
か
ら
人
を
見
守
る
こ

と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

哲
夫
は
、
老
い
ぼ
れ
て
い
く
体
か
ら
、

生
き
方
さ
え
も
後
ろ
向
き
に
な
っ
て
い
た

ん
で
す
。
今
回
の
純
た
ち
と
の
旅
を
経
て
、

心
境
が
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
後
は
、
見

て
の
お
楽
し
み
で
す
か
ね
。

　

宮
若
市
に
は
歴
史
や
文
化
が
あ
り
、
そ

し
て
未
来
が
あ
り
ま
す
。
若
い
世
代
の
力

と
、
私
た
ち
大
人
が
見
守
る
力
二
つ
が
こ

の
ま
ち
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
表
現
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

朱
あか

き燃え石
「走れアルコ２２号、時

と き

空をこえて」　 プロローグ

ア
ル
コ
22
号
に
魅
せ
ら
れ
た
山
下
純
を
演
じ
る
、

加
護
友
也
さ
ん
・
若
宮
小
学
校
四
年
生

古
墳
時
代
の
女
の
子
ナ
ナ
役
演
じ
る
、

原
田
彩
乃
さ
ん
・
宮
田
小
学
校
四
年
生

日
本
の
農
業
を
振
興
さ
せ
た
菊
池
六
朔
を
演
じ
る
、

山
本
沙
樹
さ
ん
・
鞍
手
高
等
学
校
一
年
生

ア
ル
コ
22
号
の
元
運
転
士
横
田
哲
夫
を
演
じ
る
、

花
田
浩
幸
さ
ん
・
四
十
四
歳
・
教
員

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
歌
を
、

来
て
く
れ
た
す
べ
て
の
人
と

歌
う
こ
と
が
で
き
た
ら

最
高
で
す
。

宮
若
市
の
未
来
は
、

若
い
人
の
力
と
、
私
た
ち
大

人
の
温
か
さ
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
を
演
じ
た
い
。

過
去
に
と
ら
わ
れ
ず
、

勉
強
が
大
好
き
で
、

笑
顔
が
す
て
き
な
現
代
版
の

菊
池
六
朔
を
表
現
し
た
い
。

古
墳
時
代
の
ナ
ナ
は
、

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た

登
場
の
仕
方
を
す
る
か
ら

楽
し
み
に
し
て
ね
。

公
演
ま
で
、
あ
と
一
カ
月
と
迫
っ
た
出
演
者
た
ち
。
こ

れ
ま
で
に
増
し
て
、
練
習
に
熱
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
魅
力
を
一
番
語
れ
る
の
は
、
も

ち
ろ
ん
、
出
演
者
の
皆
さ
ん
。
今
回
、
そ
の
中
か
ら
四

人
に
物
語
の
見
所
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

エンディングは、全員が歌って
踊る感動のシーンとなる。一糸
乱れぬ踊りにも注目。

刻々と変化する哲夫の心境の変
化をお見逃しなく。

台本は、常に書き換えられるた
め、その確認だけでも大変な作
業となる。

鞍橋君のおきさき、香弥耶様の
登場シーンは、彩乃さんお気に
入りの１カット。
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まちづくり講演会

講師　北川正恭さん



● 

あ
な
た
の
身
近
で
起
き
た
出
来
事
や
楽
し
い
話
題
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
本
庁
企
画
調
整
係
☎
３
２
・
０
５
１
２
（
内
線
２
３
３
）
ま
で

Miyawaka city　8

◉

有吉市政がスタート

▼  有吉哲信市長、初登庁
　３月２２日、職員の拍手の中、有吉市長が初登庁し
ました。その後、幹部職員を集めた会議では「市民
と約束した政策を果たすため、全力で取り組んでい
きたい。そして旧町の融合をはかりたい」と抱負を
語りました。その後の記者会見では、就学前教育の
充実に取り組むことを掲げた有吉市長。自立できる
都市を目指して、有吉市政がスタートしました。

満開の桜の下で勉強会

▼  電動車いす安全勉強会
　４月７日、長井鶴交通公園で、電動車いす安全勉
強会が行われました。満開の桜の下で、受講者はク
ランクやＳ字があるコースを警察官や、安全協会の
会員の皆さんの指導を受けながら講習を受けました。
受講者の女性は「講習中はコースのことばかりで、
桜を見る余裕なんてなかったです。今回の講習を生
かして安全運転に努めたい」と話してくれました。

宮若に酔ってみませんか

▼  ５月１日焼酎「若造」販売開始
　「今年も予約がいっぱい。たくさん売れるといいな」
と話してくれたのは萱嶋酒店の竹三郎さんと静江さ
ん。「若造」は、若宮・宮田４Hクラブが、地元の無
農薬米で作った焼酎。今年は約１，３００本を販売しま
す。瓶にはシリアルナンバー入りの「祝・宮若市誕
生」と記したシール付き。世界に１本しかない焼酎を、
あなたもぜひ飲んでみませんか。

鯉
こい

のぼりよりも大きくなぁれ

▼  磯光井戸端会の鯉のぼり
　磯光の天照橋近くの土手に、ずらりと泳いでいる
鯉のぼり。そこに散歩でやってきたのは、反田夫妻。
伶
れお ん

音ちゃんは今年、初節句を迎えます。毎年ここに
鯉のぼりを揚げているのは地元井戸端会の皆さん。
地域ではすっかり定着した風物詩です。しかし、近
年はその数も減少しています。ご家庭に不要な鯉の
ぼりがありましたら小林さん（☎３２・３２３５）まで。

● 

満
三
歳
ま
で
の
宮
若
っ
子
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
六
月
生
ま
れ
で
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
５
月
10
日
（
水
）
ま
で
に
、
本
庁
舎
企
画
調
整
係
、
支
所
管
理
係
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

我が家の

愛どる。

お兄ちゃんに負けないおてんば娘

です！

入
いりえ

江　綾
あやの

乃ちゃん
Ｈ16年5月17日生（四郎丸）

お誕生日おめでとう。未来お姉ち

ゃんと仲良く元気に育ってネ！

古
ふるかわ

川 　将
まさき

来ちゃん
Ｈ17年5月27日生（宮田）

お誕生日おめでとう。ごはんたく

さん食べて元気に育ってネ。

吉
よしだ

田　百
ももか

花ちゃん
Ｈ17年5月30日生（宮田）

１歳のお誕生日おめでとう。これ

からも兄ちゃんと元気に育ってね。

北
きたさこ

迫　向
ひまり

日葵ちゃん
Ｈ17年5月19日生（磯光）

とてもやんちゃでお兄ちゃんが大

好きな平。毎日元気いっぱいです。

綱
つなわき

分 　 平
たいら

ちゃん

Ｈ16年5月9日生（鶴田）

甘えん坊の総ちゃんがもう３歳。

弟の玄ちゃんと元気に遊んでね。

松
まつした

下 　総
そうし

志ちゃん
Ｈ15年5月1日生（長井鶴）

お兄ちゃんが大好き。２人仲良く

笑顔いっぱいに大きくなあれ。

有
ありよし

吉 　琥
こはく

珀ちゃん
Ｈ17年5月16日生（黒丸）

ことちゃん１歳のお誕生日おめで

とう。これからも元気に育ってね。

仲
なかえ

江　ことのちゃん
Ｈ17年5月10日生（鶴田）

初めてのお誕生日おめでとう。明

るく元気な女の子になってね。

渡
わたなべ

辺 　彩
あやの

乃ちゃん
Ｈ17年5月21日生（宮田）

5月生まれ

１歳のお誕生日おめでとう。「あん

よ」ができたらお散歩しようね。

古
ふるい

井　花
かほ

歩ちゃん
Ｈ17年5月27日生（金丸）

３歳のお誕生日おめでとう。お姉

ちゃんらしく元気に育ってね。

古
ふるい

井　里
りえ

得ちゃん
Ｈ15年5月18日生（金丸）

光陵中学校野球部優勝

▼  宮若市合併記念中学校野球大会

　３月２１日、宮若市４校による合併記念中学校野球
大会が行われ、宮田光陵中学校が見事優勝を勝ち取
りました。この優勝の勢いのまま、夏の大会でも頑
張ってください。

防災を誓う

▼  有吉市長による総点検
　４月３日、直鞍広域市町村圏事務組合消防本部で、
有吉市長による総点検が行われました。市長は、郡
司嶋消防長と、署員一人ひとりを点検したのち、「市
民が安心して生活ができるよう努力していきましょ
う」と挨

あいさつ

拶。新年度の防災を固く誓いました。

私が書いた絵はここだよ

▼  飯塚信用金庫に園児の絵が展示
　３月１８日、第一保育所の園児が飯塚信用金庫宮田
支店に自分たちで描いた鯉のぼりを見に訪問しまし
た。展示されている絵を見て、大喜びの園児たち。
支店長の緒方隆博さんは「地域に密着した行事をこ
れからも続けていきたい」と話してくれました。

元気で明るい我が家の太陽でいて

ください。

田
たなか

中　彩
あやか

叶ちゃん
Ｈ17年5月24日生（磯光）

お誕生日おめでとう。お兄ちゃん

と仲良く元気な子に育ってね。

中
なかお

尾　陽
はるき

希ちゃん
Ｈ17年5月1日生（磯光）



「各地域の担当者紹介」

在宅介護支援センターを
知っていますか

市
で
は
、
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
お

宅
を
訪
問
し
て
、
在
宅
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
利
用
方
法
な

ど
の
説
明
や
在
宅
高
齢
者
（
要
介

護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い
人
）
の
実
態
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

他
に
も
こ
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
い
ま
す

▽ 

面
接
や
電
話
で
、
在
宅
介
護
な

ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

▽ 

高
齢
者
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
申
請
手
続
き
の
受
け
付
け

や
代
行
、
公
的
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
あ
た
っ
て
の
調
整
を

行
っ
て
い
ま
す
。

● 

利
用
対
象
者　

お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
要
援
護
高
齢
者
、
要
援

護
高
齢
者
と
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
高
齢
者
や
そ
の
家
族
な
ど

● 

利
用
料　

無
料

　

地
域
の
担
当
者
が
訪
問
の
際
に

は
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

※ 

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

市民の皆さんの生活に直結するい
ろいろな制度やイベントを紹介す
るコーナーです。みやわか

HOT LINE
市役所からのホットなニュースとインフォメーション

「母子家庭自立支援給付金」

母子家庭のお母さんを
応援します

● 問い合わせ　本庁児童母子福祉係☎ 32・0517

「児童手当」

小学校６年生までに
拡大されます

自
立
支
援

教
育
訓
練
給
付
金

　

能
力
開
発
の
た
め
に
受
講

し
た
教
育
訓
練
講
座
の
受
講

料
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

● 

対
象
者　
▽
宮
若
市
に
住

所
が
有
る
人
▽
所
得
が
児

童
扶
養
手
当
受
給
対
象
所

得
水
準
の
人
▽
当
該
教
育

訓
練
が
適
職
に
就
く
た
め

に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

▽
雇
用
保
険
教
育
訓
練
給

付
金
の
資
格
が
な
い
人

● 

対
象
講
座　
▽
雇
用
保
険

制
度
の
教
育
訓
練
給
付
金

の
対
象
と
し
て
厚
生
労
働

大
臣
が
指
定
す
る
教
育
訓

練
講
座
▽
就
業
に
結
び
つ

く
可
能
性
の
高
い
講
座
で

厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定

め
る
講
座

● 

支
給
額　

受
講
料
の
四
割

（
上
限
二
十
万
円
）

● 

手
続
き　
▽
対
象
講
座
の

受
講
開
始
日
前
に
、
対
象

講
座
指
定
申
請
書
を
提
出

▽
指
定
講
座
の
修
了
後
、

支
給
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

高
等
職
業
訓
練

促
進
給
付
金

　

就
職
に
有
利
な
資
格
を
取

得
す
る
た
め
、
養
成
機
関
で

修
業
し
て
い
る
場
合
は
一
定

期
間
、
経
済
的
支
援
を
行
い

ま
す
。

● 

対
象
者　
▽
宮
若
市
に
住

所
を
有
す
る
人
▽
所
得
が

児
童
扶
養
手
当
受
給
対
象

所
得
水
準
で
あ
る
人
▽
養

成
機
関
に
お
い
て
二
年
以

上
修
業
予
定
の
人
▽
就
業

ま
た
は
育
児
と
就
業
の
両

立
が
困
難
な
人

● 

対
象
と
な
る
資
格　
▽
看

護
師
、
準
看
護
師
▽
介
護

福
祉
士
▽
保
育
士
▽
理
学

療
法
士
▽
作
業
療
法
士 

● 

支
給
額　

十
万
三
千
円

（
月
額
）

● 

支
給
期
間　

修
業
期
間
の

最
後
の
三
分
の
一
（
最
大

12
カ
月
）
の
期
間

● 

手
続
き　

支
給
申
請
書
を

修
業
期
間
の
三
分
の
二
に

相
当
す
る
期
間
を
経
過
し

た
日
以
後
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

小
学
校
三
年
生
が

六
年
生
ま
で

拡
大
さ
れ
ま
し
た

　

児
童
手
当
の
支
給
対
象
年

齢
が
、
こ
れ
ま
で
の
小
学
校

三
年
生
（
９
歳
到
達
後
最
初

の
年
度
末
）
ま
で
か
ら
、
小

学
校
六
年
生
（
12
歳
到
達
後

最
初
の
年
度
末
）
ま
で
に
拡

大
さ
れ
、
併
せ
て
、
所
得
制

限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

新
た
に
、
児
童
手
当
を
受

け
ら
れ
る
児
童
の
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
市
の

窓
口
（
公
務
員
の
人
は
勤
務

先
）
で
、
認
定
請
求
の
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。（
対

象
者
に
は
通
知
を
し
ま
す
）

　

な
お
、
改
正
に
伴
う
新
規

請
求
は
、
９
月
30
日
ま
で
受

け
付
け
た
も
の
に
限
り
、
特

例
的
に
４
月
１
日
（
ま
た
は

支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
）

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

● 

手
続
き
方
法　
▼
平
成
18

年
度
に
小
学
校
四
年
生
の

児
童
が
い
る
保
護
者
は
、

手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
平
成
18
年
度
に
小
学
校

五
年
生
、
ま
た
は
六
年
生

の
児
童
が
い
る
保
護
者
で

こ
れ
ま
で
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
な
い
保
護
者
は

認
定
請
求
、
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
た
保
護
者

は
、
額
改
定
請
求
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
現
況
時
に
行
い
ま
す
）

▼
こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限

に
よ
り
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
な
い
保
護
者
は
所

得
制
限
の
引
き
上
げ
に
よ

り
、
新
た
に
児
童
手
当
を

受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
該
当
す
る
保
護
者

は
、
認
定
請
求
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

● 問い合わせ　本庁児童母子福祉係☎ 32・0517
　　　　　　　　 支所福祉係☎ 52・1113

● 問い合わせ　本庁老人福祉係☎ 32・0515
　　　　　　　　 支所福祉係☎ 52・1113

11　2006年 5月号 Miyawaka city　10

二
坑
、
あ
け
ぼ
の
団
地
、
上
大
隈
中
、
上
大
隈
西
、

欅
原
、
日
陽
、
上
町
自
治
会
、
松
尾
、
天
竺
下
、

菅
牟
田
、
埴
安
、
鶴
田
、
東
町
、
桃
山
、
水
町
、

岩
河
内
、矢
萩
団
地
、和
の
里
団
地
、毛
勝
、磯
光
、

大
之
浦
東
南
部
南
区
、
県
営
宮
田
団
地
、
大
之

浦
東
西
区
、
新
成
中
北
、
菅
町
、
岩
淵
、
生
見
、

所
田
、
脇
野
、
千
石
、
宮
田
宿
舎
、
美
里
ヶ
丘
、

梅
の
木
団
地
、
桐
野
宿
舎
、
桐
野
本
区

照
陽
園
・
☎
３
２・２
５
８
８

野
間
久
子
さ
ん

桐
野
東
区
、
上
大
隈
東
、
原
町
杉
坂
、
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
杉
坂
、
龍
徳
、
白
百
合
団
地
、
百
合
野

団
地
、
本
城
、
長
井
鶴
、
向
陽
団
地
、
陽
の
浦
、

芹
田
、下
有
木
、旭
ケ
丘
、上
有
木
、内
山
、倉
久
、

四
郎
丸
、
新
笠
松
、
飯
之
倉
、
勝
負
尻 

つ
く
も
苑
・
☎
３
３・４
０
０
１

岩
佐
真
弓
さ
ん

福
丸
、
金
生
、
向
田
、
原
田
、
金
丸
、
八
幡
台
、

水
原
、
浅
ヶ
谷
、
畑
、
野
中
、
里
、
小
原
、
沼
口
、

黒
丸
、
宮
永
、
稲
光
、
平
、
高
野
、
竹
原
、
黒
目
、

小
伏
、
乙
野
、
脇
田
、
湯
原
、
下
、
日
吉
（
旧

若
宮
町
地
域
全
域
）

リ
ス
ト
ー
ロ
・
☎
５
５・３
０
３
５

高
野
昭
典
さ
ん

こ
ん
に
ち
は
、
あ
な
た
の
地
域
は
私
が
担
当
し
ま
す

市
の
全
体
を
３
つ
の
施
設
で
担
当
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
と
担
当
者
、
地
域
一
覧
表
を
載
せ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
が
住
ん
で
い
る
地
域
を
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の
就
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
給

付
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。
教
育
訓
練
講
座
の
受
講
な

ど
の
助
成
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
や
る
気
を

応
援
し
ま
す
。

幼
い
子
ど
も
さ
ん
が
い
る
家
庭
の
生
活
安
定
と
、
次
代

の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た

め
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
に
手
当
を
支
給

し
ま
す
。

　

今
回
、
５
月
９
日
か
ら
19
日
ま
で
集
中
受
付
期
間
を
設
け
ま

す
。
該
当
者
に
は
通
知
を
し
ま
す
の
で
そ
れ
に
沿
っ
て
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。
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「合併処理浄化槽整備事業補助金」

環境問題は、
身近なことから取り組もう

● 問い合わせ　本庁管理係☎ 32・3159

補
助
対
象
と

対
象
地
域

▽ 

下
水
道

事
業
計
画

に
定
め
ら

れ
た
予
定

処
理
区
域

（
下
水
道
事

業
認
可
区

域
）
以
外
の
地
域
に
住
ん
で

い
る
人

▽ 

主
に
、
生
活
し
て
る
建
物

で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
小

規
模
店
舗
な
ど
を
併
設
し
た

住
宅
の
場
合
は
、
の
べ
床
面

積
の
二
分
の
一
以
上
を
住
む

た
め
の
ス
ペ
ー
ス
に
使
用
し

て
い
る
建
物
で
あ
る
こ
と
。

　

ア
パ
ー
ト
や
賃
貸
住
宅
に

つ
い
て
も
補
助
対
象
と
な
り

ま
す
。

３
月
27
日
か
ら
、「
石

綿
に
よ
る
健
康
被

害
の
救
済
に
関
す

る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
次

の
救
済
制
度
が
決
め
ら
れ
ま

し
た
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

医
療
費
な
ど
の

救
済
給
付
制
度　

　

労
災
保
険
法
等
で
補
償
さ

れ
な
い
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

に
よ
る
中
皮
腫
や
肺
が
ん
を

発
症
し
て
い
る
人
や
こ
の
法

律
の
施
行
前
に
こ
れ
ら
の
疾

病
を
発
症
し
、
死
亡
し
た
人

の
ご
遺
族
に
対
し
て
、
医
療

費
な
ど
の
救
済
給
付
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
独
立
行
政
法
人

環
境
再
生
保
全
機
構
や
、
環

境
省
地
方
環
境
事
務
所
に
ご

相
談
の
う
え
、
申
請
な
ど
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

特
別
遺
族

給
付
金
制
度

　

石
綿(

ア
ス
ベ
ス
ト)

を

取
り
扱
う
作
業
に
従
事
し
た

こ
と
に
よ
り
中
皮
腫
や
肺
が

ん
等
を
発
症
し
、
平
成
13
年

３
月
26
日
以
前
に
死
亡
し
た

労
働
者
な
ど
の
遺
族
で
あ
っ

て
、
時
効
に
よ
り
労
災
保
険

法
に
基
づ
く
遺
族
補
償
給
付

を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し
た

人
に
対
し
て
、
特
別
遺
族
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

給
付
金
の
支
給
を
希
望
す

る
遺
族
の
人
は
、
最
寄
の
労

働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
の

う
え
、
請
求
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

「医療費等救済給付支給制度」

アスベスト健康被害者、
ご遺族の人へ

「県営・市営住宅入居者募集」

お住まいお困りの人に
朗報です

● 問い合わせ　本庁建築管理☎ 32・0955

第
二
回
県
営
住
宅

入
居
者
募
集

● 

受
付
期
間　

６
月
１
日

（
木
）
か
ら
９
日
（
金
）

ま
で

● 

募
集
団
地　

県
内
に
所
在

す
る
県
営
住
宅

※ 

募
集
対
象
団
地
、
募
集

戸
数
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
募
集
案
内
書
に
掲
載
し
ま

す
。

● 

申
込
書
配
布
場
所　

本
庁

建
築
管
理
係

● 

次
回
募
集
予
定
期
間　

９

月
１
日
（
金
）
か
ら
８
日

（
金
）
ま
で

● 

問
い
合
わ
せ　

筑
豊
県
営

住
宅
管
理
事
務
所
☎
０
９

４
８
・
２
１
・
３
２
３
２

第
一
回
市
営
住
宅

空
家
入
居
者
募
集

● 

受
付
期
間　

５
月
８
日

（
月
）
か
ら
19
日
（
金
）

ま
で

● 

募
集
団
地　
▽ 

下
有
木
団

地
＝
二
戸
・
単
身
可
▽ 

勝

負
尻
団
地
＝
一
戸
・
単
身

可
▽ 

新
笠
松
団
地
＝
四

戸
・
単
身
可
▽ 

和
の
里
団

地
＝
三
戸
▽ 

矢
萩
団
地
＝

一
戸
▽ 

あ
け
ぼ
の
団
地
＝

六
戸
▽ 

陽
の
浦
団
地
＝
一

戸
▽ 

新
成
団
地
＝
一
戸
▽ 

鍋
田
団
地
＝
一
戸
▽ 

乙
野

団
地
＝
四
戸

※
募
集
団
地
や
戸
数
に
つ
い

て
は
、
災
害
発
生
な
ど
に
よ

り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

● 

申
込
資
格　

①
市
内
に
居

住
ま
た
は
勤
務
場
所
が
あ

る
人
②
同
居
し
て
い
る
親

族
が
あ
る
人
、
同
居
し
よ

う
と
し
て
い
る
親
族
が
あ

る
人
（
単
身
で
の
申
込
み

の
場
合
は
、
①
、
③
、
④

の
条
件
を
満
た
し
、
独
立

し
た
生
計
を
営
む
こ
と

の
で
き
る
人
。〈
常
時
の

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
、
身
体
障
害
者
な
ど
で

あ
っ
て
も
、
居
宅
に
お
い

て
必
要
な
介
護
を
受
け
ら

れ
る
人
を
含
む
〉
た
だ
し
、

床
面
積
四
十
三
・
五
平
方

メ
ー
ト
ル
以
下
の
住
宅
に

限
り
ま
す
）
③
現
に
住
宅

に
困
っ
て
い
る
人
④
申
込

者
と
同
居
親
族
の
総
所
得

が
月
額
二
十
万
円
以
下
で

あ
る
人
。（
申
込
者
が
老

人
な
ど
で
あ
る
場
合
は
、

総
所
得
が
月
額
二
十
六
万

八
千
円
以
下
の
人
）

● 

公
開
抽
選
会　

６
月
下
旬

の
予
定

市
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
水
域
の
水
質
汚
濁
を

防
止
す
る
た
め
、
処
理
対
象
人
員
十
人
以
下
の
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
設

置
費
用
を
一
部
補
助
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

区分 補助金 備考

５人槽 ３５４，０００円 のべ床１３０㎡未満

６人槽 ３８１，０００円 併用住宅

７人槽 ４１１，０００円 のべ床１３０㎡以上

８人槽 ４４７，０００円 併用住宅

９から１０人槽 ５１９，０００円 ２世帯住宅など

● 合併処理浄化槽補助金

厚生労働省 http://www.mhlw.go.jp
環境省 http://www.env.go.jp
環境再生保全機構 http://www.erca.go.jp
環境省地方環境事務所所在地 http://www.env.go.jp/region
都道府県労働局所在地 http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/pref.html
全国労働基準監督署所在地 http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/location.html

● アスベストに関する問い合わせ

「ビーチボールバレー大会出場チーム募集」

初代王者を
目指してみませんか

● 問い合わせ　本庁スポーツ振興係☎ 32・0123

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
大
会

出
場
チ
ー
ム
募
集

● 

と
き 　

６
月
18
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
集
合
、
９

時
開
会
式

● 

と
こ
ろ　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー

● 

参
加
資
格　

市
内
に
住
ん

で
い
る
か
、
勤
め
て
い
る

人
● 

チ
ー
ム
編
成　

一
チ
ー
ム

四
人
以
上

● 

募
集
種
目　

成
人
男
子
の

部
、
成
人
女
子
の
部
、
成

人
男
女
混
合
の
部
（
成
人

男
女
各
二
人
）、
親
子
の

部
（
成
人
男
女
各
一
人
、

小
学
生
二
人
）

※ 

応
募
状
況
に
よ
っ
て
は
、

競
技
種
目
を
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

● 

締
め
切
り　

５
月
31
日

（
水
）

● 

申
込
み　

中
央
公
民
館
、

中
央
公
民
館
若
宮
分
館
、

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

※ 

希
望
が
あ
れ
ば
、
申
込
み

用
紙
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
し
ま

す
。
電
話
で
の
申
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

出
場
チ
ー
ム
の

代
表
者
会
議

　

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大

会
出
場
者
会
議
（
ル
ー
ル
の

確
認
、
組
み
合
わ
せ
抽
選
会
）

を
行
い
ま
す
の
で
、
出
場

チ
ー
ム
の
代
表
者
は
出
席
を

お
願
い
し
ま
す
。
欠
席
す
る

と
き
は
代
理
者
を
お
願
い
し

ま
す
。

● 

と
き　

６
月
６
日
（
火
）

午
後
７
時
よ
り

● 

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
二

階
学
習
室

体
は
心
地
よ
い
汗
を

求
め
て
い
る

● 問い合わせ　本庁環境対策係☎ 32・0516
　　　　　　　　 支所環境衛生係☎ 52・1113



「まちづくり人づくり事業等補助金制度」

まちづくりに貢献する人を
サポートします

● 問い合わせ　本庁まちづくり推進係☎ 32・0512

ommunityc

高齢者大学宮田さわやか学級受講生募集
● 問い合わせ　宮若市中央公民館

☎３２・０１２３

い
つ
ま
で
も

健
康
で
過
ご
せ
る
秘
け
つ
、

そ
れ
は
こ
の
「
笑
顔
」
に
あ
り
。

講
師
＝
古
野
か
ほ
る
さ
ん
▽
時
間
＝
午
前
10

時
か
ら
12
時
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館

第
一
会
議
室

▼
料
理
講
座　
▽
定
員
＝
二
十
五
人
▽
講
師

＝
石
松
淳
子
さ
ん
▽
時
間
＝
正
午
か
ら
２
時

ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
調
理
実
習
室

● 

開
級
式　

６
月
22
日
（
木
）
午
前
10
時
か
ら

● 

と
こ
ろ　

宮
若
市
中
央
公
民
館
（
宮
若
市
宮

田
七
十
二
番
地
一
）

● 

申
込
み　

５
月
１
日
（
月
）
か
ら
31
日
（
水
）

ま
で
に
宮
若
市
中
央
公
民
館
ま
た
は
、
中
央

公
民
館
若
宮
分
館
に
あ
る
申
込
書
に
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）
電
話
で
の
申
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

※ 

受
講
決
定
者
の
み
案
内
の
ハ
ガ
キ
を
送
り
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

※ 

若
宮
分
館
で
は
、
若
生
学
級
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
決
ま
り
次
第
、
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
６
月
か
ら
平
成
19
年
３
月
ま
で
、
毎

月
一
回
（
午
前
中
）、
教
養
講
座
を
行
う
予
定

で
す
。

　
「
学
び
た
い
！
」
と
思
っ
た
ら
、
年
齢
な
ん
て

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
で
コ
ツ
コ
ツ
学
ぶ
の

も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
た
く
さ
ん
の
仲

間
と
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

さ
わ
や
か
学
級
や
若
生
学
級
は
、
自
分
を
磨

き
高
め
る
場
で
あ
り
、
社
交
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

学
ぶ
喜
び
、
ふ
れ
あ
う
喜
び
を
、
分
か
ち
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

● 

受
講
資
格　

60
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
人

で
、
全
期
間
受
講
で
き
る
健
康
な
人

● 

募
集
人
員　

百
五
十
人
程
度

● 

学
習
期
間　

６
月
22
日
か
ら
平
成
19
年
３
月

１
日
ま
で

● 

受
講
料　

７
月
か
ら
平
成
19
年
２
月
ま
で
毎

月
五
百
円
で
す
。
そ
の
他
社
会
見
学
、
実
習

教
材
費
な
ど
の
一
部
は
、
受
講
生
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

● 

学
習
内
容　

年
四
回
の
教
養
講
座
（
必
修
）

と
希
望
選
択
の
専
門
講
座
（
月
二
回
木
曜
日
）

で
編
成
し
、
10
月
に
は
社
会
見
学
を
行
い
ま

す
。

● 

専
門
講
座
（
選
択
）　
▼
ゆ
っ
く
り
体
操
講
座

　
▽
定
員
＝
四
十
人
（
お
お
む
ね
70
歳
以
上
）

▽
講
師
＝
川
崎
政
子
さ
ん
▽
時
間
＝
午
前
10

時
か
ら
12
時
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
マ
リ
ー
ホ
ー

ル
宮
田

▼
し
っ
か
り
体
操
講
座　
▽
定
員
＝
四
十
人

（
お
お
む
ね
60
歳
代
）
▽
講
師
＝
塩
崎
泰
山

さ
ん
▽
時
間
＝
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
▽

と
こ
ろ　

マ
リ
ー
ホ
ー
ル
宮
田

▼
書
道
講
座　
▽
定
員
＝
二
十
五
人
▽
講
師

＝
塩
崎
泰
山
さ
ん
▽
時
間
＝
午
後
１
時
か
ら

３
時
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
マ
リ
ー
ホ
ー
ル
宮
田

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

▼
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
座　
▽
定
員
十
三
人
▽

公民館トピック
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● 問い合わせ
中央公民館☎３２・０１２３、中央公民館若宮分館☎５２・０８５９

▼ 

社会見学ではたくさんの人とコミュニケーションをとる絶好の
機会となります。

区分 補助対象経費

人材育成
事業

①謝金 ②旅費 ③需用費（食糧費・備品を除く）④通信運搬費 ⑤使用料・賃借料 ⑥負担金 ⑦その他市長が
必要と認める経費

まちづくり
事業

①謝金 ②旅費 ③需用費（食糧費・備品を除く）④通信運搬費 ⑤委託料 ⑥使用料・賃借料 ⑦工事費 ⑧原材
料費 ⑨設備費 ⑩負担金 ⑪その他市長が必要と認める経費

全国大会
出場

①旅費 ②需用費（食糧費・備品を除く）③通信運搬費 ④使用料・賃借料 ⑤負担金 ⑥その他市長が必要と
認める経費

● 対象経費

種類 対象 対象事業 補助率 限度額 年間回数 通算回数

人材育成
事業

市民
まちづくりを目的とした研修会（注１）への参
加

対象経費の
四分の三

５０万円 １回まで

団体
人材育成を目的として開催される研修会（注２）
への参加

１００万円 １回まで

制限なし

少年団代 まちづくりを目的として行う研究、実践活動

まちづくり
事業

団体
歴史、文化、自然など地域資源の活用を目的
として行う事業

団体
本市の活性化などまちづくりを目的として開
催するイベント（注２）

全国大会
出場

団体 全国大会（注１）以上への出場
対象経費の
二分の一

３回まで
少年団体
市内学校代表

全国大会（注１）以上への出場
対象経費の
四分の三

● 対象となる事業

※ 注１　国、地方公共団体が主催、共催もしくは後援するもの、または、公共的団体が主催するもの
※ 注２　市が共催、後援するもの

市
の
ま
ち
づ
く
り
に

積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
団
体
や
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
で
、

将
来
の
宮
若
市
を
担
う
人
材

の
育
成
を
目
的
と
す
る
取
り

組
み
に
、
補
助
金
を
交
付
す

る
制
度
と
し
て
、「
ま
ち
づ
く

り
人
づ
く
り
事
業
等
補
助
金

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

● 

対
象　

▽
市
民
＝
市
内
在

住
の
18
歳
以
上
の
人
▽
団

体
＝
政
治
、
宗
教
、
営
利

な
ど
を
目
的
と
せ
ず
、
５

人
以
上
で
組
織
さ
れ
て
い

る
団
体
（
半
数
以
上
が
市

民
で
あ
る
こ
と
）
▽
少
年

団
体
＝
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化

な
ど
を
通
じ
、
少
年
の
健

全
育
成
を
目
的
と
し
て
組

織
さ
れ
て
い
る
団
体
（
半

数
以
上
が
市
民
で
あ
る
こ

と
）

● 

必
要
な
書
類　

①
事
業
計

画
書
②
収
支
計
画
書
③

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
④
誓

約
書
⑤
団
体
の
規
約
な

ど
（
①
か
ら
④
の
様
式
は
、

本
庁
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

に
用
意
し
て
い
ま
す
）

● 

申
請
方
法　

事
業
開
始
の

三
十
日
前
ま
で
に
、
本
庁

ま
ち
づ
く
り
推
進
係
に
必

要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
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今月の健康

elth centerh● 問い合わせ
本庁健康対策係☎３２・８５３０、支所健康対策係☎５５・６０００

ポットくんとミミズくん
真木文絵・著  石倉ヒロユキ・絵

福音館書店

「フンガくん」
国松エリカ・著

小学館

沖で待つ
絲山秋子・著
文藝春秋 刊

ポットくんはお花が大好きな植木鉢。

大好きなお花をたくさん育てるため、

毎日いっしょうけんめい手入れをし

ています。

そんなある夜、「きみはだれ！？」ポッ

トくんはミミズくんと出会います。

楽しく読みながら、ミミズの生態を

知ることができる絵本です。

「これ買って」「起きるのいやだよ」

などなど、フンガくんにそっくりな

子はいないかな？強がったり、わが

ままを言ったり、べそをかいたり…。

でも、本当は甘えん坊な愛すべきブ

タの男の子、フンガくん。今日もお

母さんを困らせています。フンガく

んとお母さんのあったかい日常風景

を描いた人気シリーズです。（全５冊）

住宅設備機器メーカーに入社して福

岡支社に配属された女性総合職の私

と同期の太っちゃん。仕事を通して

私たちは深い信頼と友情を育ててき

た。そんな彼が帰らぬ人となった。

太っちゃんとの約束を果たすため、

私がとった行動とは…。

男女の友情を描き高い評価を得た第

１３４回芥川賞受賞作。

司書のオススメ本

l ibrary● ５月の休館日　１日、３日、４日、５日、８日、１５日、２１日、２９日
● 問い合わせ　宮若市中央公民館☎３２・０１２３

今月の新刊です。

● 一般の本
十津川警部特急「雷鳥」蘇る殺人（西村京太郎・作）
恋しよう。夢ををみよう。旅にでよう（角田光代・作）
うちの週末ごはん（根本きこ・作）
● 児童の本
アンパンマンともぐりん（やなせたかし・作）
名探偵 コナン 推理ファイル環境の謎（青山剛昌・作） 
わがままなおにわ（角野 栄子・作　メグ ホソキ 絵）

おはなし会のお知らせ
　楽しいお話と工作を用意しています。
● とき　５月６日 （土）午後２時から 
● ところ　中央公民館１階児童室
※ 参加するとシールが貼れるお話し会カードがもらえ

ます。たくさんシールを集めてね。
※ 今回の簡単工作は「みんなで作ろう、こいのぼり」

です。世界で一つのこいのぼりを一緒に作りませんか。
参加費は無料となっています。

　もうすぐ端午の節供ですね。日本の伝統的な行事や

風習は、私たちに情緒と四季を感じさせてくれます。

　図書室では「風習や四季を身近に感じてもらえたら

いいなぁ」という思いを込めて、その時期にぴったり

の本を選んで、並べています。

　今月は端午の節供、愛鳥週間、母の日などにちなん

だ本を並べる予定です。

　暮らしの中に、本があるということ。それは生活に

彩りを添え、心を豊かにしてくれる魔法のエッセンス

かもしれません。

司書の「ホン」の気持ち。

今
ま
で
の
健
診
と
違
う
点
は
？

▼ 

健
診
の
実
施
時
間
が
「
午
前
中
」
に
な
り
ま
し
た
。

▼ 

65
歳
以
上
（
昭
和
17
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
）
の
人
が
対
象
で
す

▼ 

今
ま
で
の
健
診
に
、
医
師
に
よ
る
関
節
の
動
き
や

口
の
中
の
チ
ェ
ッ
ク
、
日
常
生
活
の
状
況
を
尋
ね
る

問
診
（
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）
が
加
わ
り
ま
す
。

▼ 

正
確
な
血
液
検
査
に
す
る
た
め
朝
食
は
控
え
て
く

だ
さ
い
。
水
や
お
茶
は
飲
ん
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

▼ 

お
医
者
さ
ん
に
指
示
さ
れ
た
薬
は
内
服
し
て
く
だ

さ
い
。

「
介
護
予
防
健
診
」
の
日
程
と
内
容
は
？

　

旧
宮
田
、
若
宮
地
域
で
日
程
が
異
な
り
ま
す
。
下

記
の
日
程
表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 

旧
宮
田
町
地
域
に
住
ん
で
い
る
65
歳
以
上
の
人

● 

と
き　

５
月
26
日
（
金
）

● 

と
こ
ろ　

宮
若
市
保
健
セ
ン
タ
ー

 
旧
若
宮
町
地
域
に
住
ん
で
い
る
65
歳
以
上
の
人

● 

と
き　

６
月
19
日
（
月
）

● 

と
こ
ろ　

宮
若
市
保
健
セ
ン
タ
ー
「
パ
レ
ッ
ト
」

● 

検
診
項
目　
▽
介
護
予
防
健
診
＝
問
診
、
身
体
計

測
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
、
血
圧
測
定
、
診
察
、

心
電
図
、
眼
底
検
査
（
眼
底
検
査
は
医
師
が
必
要

と
判
断
し
た
人
が
対
象
で
す
）
▽
肺
が
ん
検
診
・

結
核
検
診
＝
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
▽
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
（
満
65
・
70
歳
の
希
望
者
）

● 

受
付
時
間　

午
前
９
時
か
ら
10
時
30
分
ま
で

※ 

予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

40
歳
か
ら
64
歳
の
人
（
昭
和
17
年
４
月
１
日
か
ら

昭
和
42
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
を
対
象
と
し
た
「
生

活
習
慣
病
予
防
健
診
」
は
、
７
月
か
ら
８
月
に
市
内

指
定
医
療
機
関
で
の
個
別
健
診
と
日
曜
健
診
で
行
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

「
介
護
予
防
健
診
」
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
。

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う

平
成
18
年
度
よ
り
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
「
介
護
予
防
健
診
」
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
健
診
は
、
今
ま
で
の
基
本
健
診
に
い
く
つ
か
健
診
項
目
が
追
加
さ
れ
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
と
と
も
に
、
介
護
が
必
要
な
状
態
と
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。
生
活
習
慣
病
は
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
な
ど
で
、
毎

日
の
生
活
習
慣
が
原
因
で
起
こ
る
病
気
で
す
。早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
は
、自
覚
症
状
が
な
く
て
も
１
年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
て
、健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

地域 とき・ところ

旧宮田町地域に
住んでいる人

５月２６日（金）、７月１９日（水）、９月１４日（木）、
９月２４日（日）、１１月３０日（木）、
平成１９年１月１１日（木）、３月８日（木）

宮若市保健センター

※ ９月２４日（日）は中央公民館で行います。
※ 誕生月に通知は届きませんので、日程を確認の上、
受診してください。

旧若宮町地域に
住んでいる人

６月１９日（月）、８月３０日（水）、１０月２２日（日）、
１２月１１日（月）、
平成１９年１月２８日（日）、２月１５日（木）

宮若市保健センター「パレット」

● 日程表



人の動き

19　2006年 5月号

人口 31,237人
(-60)

男性 14,711人
(-11)

女性 16,526人
(-49)

世帯数 12,406世帯
(+30)

※３月３１日現在（前月比）

イベント・ニュース
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交通安全講習を受けて
温泉に行こう

　期間中に、指定された指導員
による講習を、２回受けるごと
に温泉宿泊券などの副賞の権利
がもらえます。
● 実施期間　５月１５日（月）か
ら１２月１日（金）まで

● 対象者　６５歳以上で福岡県内
に住んでいる人

● 副賞　

△

１等＝ペア温泉宿泊
券（５０本）

△

２等＝入浴剤セッ
ト（２００本）

△

３等＝傘（５０
０本）

● 問い合わせ　宮若警察署☎３
２・０１１０

障害者スポーツ
レクリエーション教室に
参加してみませんか

　障害者がスポーツ・レクリエー
ションを楽しめる機会をつくり、
健康維持・増進、機能の向上を
図ると共に、自立・協調の精神
を養い、社会参加の実現を目的

としています。
● ところ　クローバープラザ・
アリーナ棟ほか (春日市）

● 参加費　５００円（損害保険料
など）

※ 教室の内容、開催日などにつ
いては、福岡県障害者スポーツ
協会へお問合せください。
● 問い合わせ　福岡県障害者ス
ポーツ協会☎０９２・５８２・５
２２３

機械になれるいい機会です
コンピュータ研修会

　旧宮田町で
商 工 業 に 携
わっていたか、
企業にお勤め
の人を対象と
しています。

● とき　5月２２日 (月 ) から６月
２日（金）まで

● ところ　鞍手竜徳高等学校
● 定員　２０人（各事業所 2人）
● 内容　文書作成、表計算、イ
ンターネット

● 受講料　３，０００円（申込み
と同時にお願いします）

● 申込締切日　５月１２日（金）

● 問い合わせ　宮若商工会議所
☎３２・１２００

伝統を学びませんか
ほたるかご作り大会
参加者募集

　若宮食と農のカルタ製作委員
会が、ほたるかご作り大会を行
います。当日は琴と尺八の演奏
会や、大会の後には豚汁とおに
ぎりの無料サービスもあります。
● とき　６月３日（土）午前１
０時から

● ところ　黒水宮（雨天の場合 
は吉川小学校体育館）

● 対象者　小学生以上
● 申込み・問い合わせ　若宮食
と農のカルタ製作委員会事務
局☎５４・０３２０

あなたの絵を
世界に発信しよう

　今年で４回目となる日中友好
児童絵画展に、あなたの絵を出
展しませんか。

す。日本赤十字社では、医療事業・
血液事業などの活動を展開して
います。このような活動は、皆
さんからお寄せいただく寄付金
で支えられています。本年度の
赤十字事業を展開していくため
に会員と社資の募集を行います。
● 問い合わせ　本庁児童母子福
祉係☎３２・０５１７、支所福祉
係☎５２・１１１３

保育士登録は
お済みですか

　児童福祉法の改正により平成１
５年１１月より、従来の「保育士
資格証明書」では業務を行うこ
とができなくなりました。
　保育士登録をしてない人は、１
１月２８日（火）までに保育士登
録をお願いします。
　今後、保育士として業務を行
おうと考えている人は、業務に
就くまでに保育士登録をしてお
く必要があります。
※ 保育士登録申請書は本庁児童
母子福祉係でも配布しています
● 申込み・問い合わせ　登録事
務処理センター☎０３・５４８５・
３１５０

● 対象　幼稚園児や小学生
● 画材　自由
● 規格　サイズは４つ切り画用
紙、１人１作品

● 応募方法　作品裏に画題、住
所、氏名を明記の上、ベルポ
会事務局に送付

● 締切　６月２６日（月）必着
● 問い合わせ　社会教育団体ベ
ルポ会☎０９２・４４１・８０５９

参加してみませんか
福岡県肢体不自由児
療育キャンプ

　福岡県肢体不自由児療育キャ
ンプを次のとおり行います。
● 進行性筋萎縮症児のキャンプ

△

とき＝７月２９日（土）から
３０日（日）までの１泊２日

△

ところ＝大牟田ハイツ（大牟
田市）

△

定員＝３０人
● 海のキャンプ　

△

とき＝８月
６日（日）から９日（水）ま
での３泊４日

△

ところ＝福岡
県立少年自然の家「玄海の家」
（宗像市）

△

定員＝５０人
● 山のキャンプ　

△

とき＝８月２
５日（日）から２７日までの（水）
２泊３日

△

ところ＝やすらぎ

荘（筑前町）

△

定員＝３０人
● 申込期間　５月２日（火）か
ら１９日（金）まで

● 問い合わせ　福岡県肢体不自
由児協会☎０９２・９４３・３２
６２、クローバープラザ☎０９
２・５８４・５７２３

市民と自衛隊との
音楽の夕べ

● とき　６月１日（木）午後６
時３０分開場、７時開演

● ところ　ユメニティのおがた
● 出演　陸上自衛隊第４音楽隊、
飯塚駐屯地音楽部（ゲスト出
演＝直方高等学校吹奏楽部）

※ 整理券が必要です。券は、本
庁企画調整係、直方駅、ユメニ
ティ直方などにあります。（無料）
● 問い合わせ　陸上自衛隊広報
室☎０９４８・２２・７６５１

あなたの温かい心が赤十字
活動をささえています

　５月は「赤十字運動月間」で

　自宅で生活をして
いる要介護・要支援
の認定を受けた人を
対象に、一定の種類
の福祉用具を購入し
た場合はその費用の
一部が介護保険から
支給されます。ただし、４月１日からは、
都道府県の指定を受けた事業所から購
入した場合に限り、介護保険の支給対
象となります。

 ● 給付対象福祉用具　

△

腰掛便座

△

特
殊尿器

△

入浴補助用具

△

簡易浴槽

△

移
動用リフトのつり具の部分

※ 指定を受けていない事業所から福祉
用具を購入した場合や、決められた種
類以外の福祉用具を購入した場合は、
自己負担となります。ご注意ください。
● 問い合わせ　福岡県広域連合鞍手支
部☎３４・５０４６、本庁老人福祉係
☎３２・０５１５、支所福祉係☎５２・１
１１３

その
他

講
座

あなたの生活をサポートします

　これまで「広報みや
わか」などの、市役所
からの配布物について
は、　自治会長さんな
どを通じて、配送して
いました。６月１日か
らは、宮若市の全世帯
に配布するように変わ
ります。
　市役所からの情報を

一人でも多くの人に共有してもらい、「協働」のまちづ

くりを目指すひとつの取り組みです。
　配布については、広報配布員が各家庭のポストや、
玄関などに配送していきます。配布員は、身分証明書
を携帯しており、腕には腕章をつけています。
　なお、一部の地域については郵送になる場合もあり
ます。
　回覧文書については、自治会長さんなどにお渡しし
ますので、これまで通り回覧をお願いします。
　詳しいことについては、お問い合わせください。
● 配布開始日程　６月１日発行の広報紙から

● 問い合わせ　本庁企画調整係 ☎３２・０５１２

６月１日から広報紙などの配布が変わります

▲これまでとおり、各郵便局にも広報紙を用
意しています。

募
集

▲ 腰掛便座
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今月の納税（５月）

● 軽自動車税　全期
● 固定資産税　第１期
● 国民健康保険税　第２期
● 納期限　５月３１日（水）
● 口座振替日　５月２５日（木）
　納期限内に納税されないとき
は、納期限の翌日から完納され
る期間に応じ、延滞金が徴収さ
れます。（最初の１カ月は年利
４.１％、以降１４.６％）
● 問い合わせ　本庁収納係☎３
２・０５１３、支所税務係☎５２・
１１１１

忘れずに、きっちりと
自動車税の納期限は
５月３１日です

　自動車税は、４月１日現在で
自動車を所有している人に課税
されます。自動車税は、指定の
コンビニエンスストアでも納税
できます。
　取り扱いのできるコンビニエ
ンスストアは、５月初旬にお送

りする納税通知書でご確認くだ
さい。
● 問い合わせ　福岡県飯塚・直
方県税事務所収税第２課☎０９
４８・２１・４９２２

お気軽にどうぞ
鞍手地区就学相談

　鞍手地区就学相談委員会では、
障害の程度によって盲学校や聾
学校、養護学校などでの教育を
受けるかどうか考えている保護
者を対象に、次のとおり就学相
談を行います。
　相談については、事前の申し
込みが必要となります。
● とき　９月５日（火）、６日（水）
午前９時から午後４時５０分ま
で

● ところ　宮若市中央公民館
● 相談料　無料
● 締め切り　６月１６日（金）ま
で

● 問い合わせ　本庁学校教育係
☎３２・１００７、支所学校教育
庶務係☎５２・０１０３

歯は健康の
バロメーター

　６月４日から１
０日までは、歯
の衛生週間です。
歯の健康につい
て相談してみませ
んか。相談料は
無料です。
● とき　５月２８日（日）午前１
０時から午後２時まで

● ところ　ユメニティのおがた
（直方市）
● 内容　フッ素塗布、歯の健康
相談、虫歯予防ポスターなど

● 問い合わせ　直方歯科医師会
☎２２・２４０８

くらしや事業のことなど
なんでもお聞きします

　行政書士や弁護士、税理士、
土地家屋調査士などが、行政手
続きや税金、法律一般のことな
ど、あなたの悩みをお聞きしま
す。
● とき　６月３日（土）午前１０
時から午後４時まで（受付は
３時まで）

● 試験会場　第一経済大学（太
宰府市）

● 受付期間　５月２９日（月）
から６月２日（金）まで

● 問い合わせ　鞍手保健福祉環
境事務所健康対策課☎２３・３
１１１

求む
平和を愛するあなた
自衛隊採用試験

　７・８月に入隊予定の自衛官
を募集します。詳しくはお問い
合わせください。
● 募集区分　２等陸士・海士・
空士

● 資格　１８歳以上２７歳未満の
男子

● 受付期間　５月３１日まで
● 試験日　６月２日（金）から
４（日）の内２日間

● 試験会場　陸上自衛隊飯塚駐
屯地（予定）

● 採用人数　若干名
● 入隊　７月中旬から８月の予
定

● 問い合わせ　自衛隊福岡地方
連絡部飯塚募集事務所☎０９４
８・２２・４８４７

● ところ　イイヅカコミュニ
ティセンター（飯塚市）

※相談は無料で、秘密は守られ
ます
● 問い合わせ　福岡県行政書士
会☎０９２・６４１・２５０１

人権擁護委員の日
特設人権相談

● とき　６月１日（木）午前１０
時から午後５時まで

● ところ　宮若市老人福祉セン
ター、宮若市中央公民館

● 相談内容　家庭内のもめ事や
隣近所とのトラブル、いじめ
や差別など

※ 相談は無料で、秘密は守られ
ます
● 問い合わせ　直方人権擁護委
員協議会☎０９４９・２２・１１
４４

母子（父子）家庭・寡婦の
ための無料法律相談

　弁護士による夜間法律相談を
行っています
● とき　原則として、毎月第２、
４火曜日午後６時３０分から８

時３０分まで（事前の予約が必
要です）

※ 相談時間はひとり３０分程度と
なります。
● ところ　クローバープラザ６
階、福岡県母子寡婦福祉連合
会事務所内（春日市）

● 問い合わせ　福岡県母子寡婦
福祉連合会事務所☎０９２・５
８４・３９２２

持っていますか
食を守る調理師免許

　調理師試験は、多くの人に、
飲食物を調理して、提供してい
る施設や営業で、２年以上の調
理業務に携わっている人が対象
です。詳しいことについてはお
問い合わせください。
● 試験日　７月３０日（日）

　身体障害者や精神障害者
（次から『障害者など』とし
ます）、または、そのほか必
要があると認める人の軽自動
車税の減免申請については、
毎年の申請が必要です。
　軽自動車税の納期限を過ぎ
た申請は受け付けることがで
きませんので、必ず納期限前
までに申請をお願いします。

● 対象　 ▼  障害者などが所有している軽自動車、また
は、障害者などと生計を一緒にする人が所有し、障
害者などを常時介護する者が運転する軽自動車（１
台のみに限る）

※ 障害の級別などによって判別します。

▼  もっぱら、障害者などが利用するための構造を施した
軽自動車など

▼   公益のために直接専用とする軽自動車など
● 持ってくる物　障害者手帳、運転免許証、軽自動車
税の納付書、 印かん

軽自動車税の減免措置について
● 問い合わせ　本庁収納係☎３２・０５１３、支所税務係☎５２・１１１１　５月５日の「子ど

もの日」から１週間
は児童福祉週間です。
　今、子どもと家庭

を取りまく環境は以前に比べ変化して
います。核家族化や共働き家庭が一般
化したことで、 育児に対しての不安を
感じる親が少なくありません。「子ども
にとって一番良いことは何か」を両親
と共に親戚や友人、近所の人と一緒に
考えてみませんか。

相
談

５月５日から児童福祉週間

納
税

試
験

安心安全まちづくりインフォメーション

主な犯罪件数 宮田 光陵 宮田西 若宮 合計
車上ねらい ７（11） 1（4） 2（2） 3（5） 13（22）

部品ねらい 0（1） 0（0） 0（0） 0（0） 0（1）

乗り物盗 1（2） 0（0） 1（1） 1（2） 3（5）

自販機ねらい 0（0） 0（0） 0（1） 2（5） 2（6）

空き巣など 3（7） 0（4） 1（2） 0（0） 4（13）

合計 11（21） 1（8） 4（6） 6（12） 22（47）

交通事故発生件数 ３月中 １月からの累計
件数 113件 346件

死者 0人 1人

負傷者 44人 122人

3月
交通事故発生件数と窃盗犯罪発
生件数をお知らせします。
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降
り
出
し
ま
し
た
が
、
無
事
に

終
了
。
冷
え
た
体
を
大
鍋
の
豚

汁
で
温
め
ま
し
た
。

　

犬
鳴
川
河
川
公
園
に
は
、
東

屋
や
各
所
に
設
置
さ
れ
た
ベ
ン

チ
も
あ
り
、
家
族
で
ゆ
っ
く
り

く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
公
園
を
貫
流
す
る
涼
や

か
な
せ
せ
ら
ぎ
水
路
な
ど
が
あ

り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
通
学
な

ど
で
訪
れ
る
人
に
安
ら
ぎ
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。

　

今
で
は
、
宮
若
市
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
公
園
で
す
が
、
そ

こ
に
は
地
域
住
民
の
熱
い
気
持

ち
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
の
手
で
犬
鳴
川
の

土
手
を
桜
並
木
に
し
た
い
」

　

こ
の
願
い
を
胸
に
、
犬
鳴
川

み
ど
り
の
会
は
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
に
行
政
も

一
緒
と
な
っ
て
犬
鳴
川
河
川
公

園
建
設
を
推
進
。
構
想
か
ら
実

現
に
向
け
、
た
く
さ
ん
の
意
見

が
公
園
建
設
に
取
り
入
れ
ら
れ

ま
し
た
。

　

犬
鳴
川
み
ど
り
の
会
は
、
現

在
三
百
人
。
毎
月
一
回
の
除
草

管
理
作
業
を
中
心
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

会
の
目
的
は
、
公
園
を
通
し

て
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
い

く
こ
と
。
職
員
と
一
緒
に
汗
を

流
し
な
が
ら
意
見
を
交
換
し
、

お
互
い
に
理
解
を
深
め
て
い

く
。
そ
れ
が
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
貴
重
な
素
材
と
な
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
の
10
月
で
、
結
成
か
ら

十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

犬
鳴
川
み
ど
り
の
会
に
は
一

つ
の
合
い
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、

自
分
た
ち
で
作
ろ
う
」
と
い
う

言
葉
。

　

そ
の
合
い
言
葉
を
胸
に
、
犬

鳴
川
み
ど
り
の
会
は
一
歩
一

歩
、着
実
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
ま
る
で
天
国
み
た
い
な
所

よ
ね
。
私
は
毎
年
見
に
く
る
け

ど
、何
回
見
て
も
感
動
す
る
わ
。

こ
れ
だ
け
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
用

意
す
る
の
も
大
変
だ
と
思
い
ま

す
け
ど
、
見
応
え
は
十
分
。
本

当
に
き
れ
い
」。

　

犬
鳴
川
ま
つ
り
の
前
夜
祭
に

来
ら
れ
た
女
性
は
、
興
奮
気
味

に
そ
う
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

犬
鳴
川
河
川
公
園
は
、
犬
鳴

川
堤
防
沿
い
に
造
ら
れ
た
全
長

八
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
公
園
。

今
回
の
ま
つ
り
で
は
、
川
を
挟

ん
だ
両
方
の
道
に
キ
ャ
ン
ド
ル

を
設
置
。
そ
の
本
数
は
な
ん
と

千
三
百
本
。
午
後
７
時
に
一
斉

に
点
火
す
る
と
、
先
ほ
ど
ま
で

の
風
景
か
ら
一
瞬
に
し
て
幻
想

的
な
世
界
に
変
わ
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

翌
日
は
、
彼ひ
が
ん
ば
な

岸
花
の
球
根
を

植
え
付
け
る
作
業
と
豚
汁
会
が

行
っ
た
犬
鳴
川
ま
つ
り
。

　

植
え
付
け
作
業
に
は
、
宮
田

中
学
校
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
も

駆
け
付
け
、
大
人
数
で
の
作
業

と
な
り
ま
し
た
。
途
中
、
雨
が

１，３００本のキャンドルが
魅せる幻想的な世界。
満開の桜の下で豚汁に舌鼓。

４月１日、２日の２日間に渡って行われた「犬鳴川ま
つり」。そのイベントを行っているのが「犬鳴川みどり
の会」です。会は、平成７年に設立された住民ボランティ
ア。今回、四季折々の花が咲く公園、犬鳴川河川公園
とみどりの会の取り組みを紹介します。

1

9

8

7

6

5

4

3 2

11 10

1.キャンドルと電飾で彩られた公園はと
てもロマンチック。

2.子どもたちもその美しさにうっとり。
3.午後７時の合図と同時に一個ずつ火を
ともしていきます。

4.今年も満開の桜が公園を彩りました。
5.豚汁の下ごしらえの様子。大鍋で作る
ためその量は半端ではありません。

6.彼岸花の植え付けには、宮田中学校の
生徒も参加してくれました。

7.犬鳴川みどりの会の会員に習いながら
作業を進めていきました。

8.突然の大雨に皆さんずぶぬれになりな
がも作業を続けました。

9.大鍋で作る豚汁は冷えた体を温める
のに最高の一品。その味も年々おいしく

なっています。

10.豚汁のおいしさに笑みがこぼれます。
11.中国からの研修生も参加してくれま
した。まちづくりに国境はありません。
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「
お
い
ち
ゃ
ん
お

い
ち
ゃ
ん
、
写
真

撮
っ
て
！
」

巻
頭
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
市
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

練
習
に
来
る
子
ど

も
た
ち
が
私
を
呼

ぶ
と
き
の
こ
と
で
す
。「
お

い
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
言
葉
に

若
干
不
満
は
感
じ
つ
つ
も
、

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
に
写
る
生
き

生
き
と
し
た
表
情
に
は
、
い

つ
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

は
、
合
併
前
か
ら
練
習
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
出
演

者
を
は
じ
め
、
多
く
の
裏
方

さ
ん
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
成

功
を
祈
っ
て
、
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
回
は
「
序
章
」

と
し
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、

７
月
の
広
報
で
は
、
市
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
立
ち
上
げ

た
人
た
ち
の
物
語
と
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
源
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
特
集
を
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。お
楽
し
み
に
。

ふ
る
里
は
燃
え
て
い
る
。

日
本
の
近
代
化
を
支
え
た「
炭
砿
」。
宮
若
市
も
そ
の
一
角
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
筑
豊
の
風
土
や
人
の
つ
な
が
り
、
人
と
炭
鉱
の
熱

気
に
つ
つ
ま
れ
た
あ
の
時
。
貝
島
炭
砿
に
ま
つ
わ
る
作
文
を
通
し

て
、
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

編
集
を
終
え
て

貝島丸鉄橋の思い出。
sentence : 大塚勇三さん（宮若市）

　

昭
和
二
年
、
新
道
（
太
蔵
南
区
）
で
産
声
と
共
に
、
私

の
人
生
が
始
ま
る
。
物
心
つ
く
頃
か
ら
廊
下
の
手
摺
り
に

も
た
れ
か
か
り
、
兄
二
人
と
汽
車
を
見
て
喜
ん
だ
。

　

母
に
汽
車
を
見
に
行
こ
う
と
、
せ
が
ん
で
い
た
の
で

し
ょ
う
。
母
は
店
と
家
事
の
合
間
を
見
て
、
丸
鉄
橋
を
通

る
時
刻
に
母
の
背
に
お
ん
ぶ
さ
れ
、
生
見
の
踏
切
り
で
見

た
汽
車
は
、
丸
鉄
橋
の
手
前
に
来
る
と
「
ポ
ー
」
と
汽
笛

を
鳴
ら
す
。
遮
断
機
を
お
じ
さ
ん
が
下
ろ
す
。 

鉄
橋
を
渡

る
時
の
「
ゴ
ト
ゴ
ト
」
と
い
う
音
が
川
面
に
反
射
し
て
響

く
音
色
の
良
さ
、
機
関
士
さ
ん
は
手
を
振
っ
て
「
ニ
ッ
コ

リ
」、
一
番
後
に
は
屋
根
の
な
い
通
勤
者
専
用
貨
車
よ
り

「
手
を
振
っ
て
く
れ
る
」「
ポ
ー
」「
ゴ
ト
ゴ
ト
」に
加
え
て
、

お
ん
ぶ
さ
れ
た
母
の
背
中
の
温
も
り
が
、
七
十
八
歳
の
私

の
体
に
残
っ
て
い
る
。汽
車
と
い
っ
て
い
た
そ
の
当
時
は
、

二
坑
六
坑
間
を
走
る
貝
島
ト
ロ
ッ
コ
汽
車
で
、
当
時
の
写

真
を
眺
め
な
が
ら
、母
の
愛
情
の
深
さ
に
浸
っ
て
い
ま
す
。

　

川
辺
に
は
猫
柳
、
数
珠
球
な
ど
が
芽
を
出
し
、
花
を
咲

か
せ
、
実
の
ら
せ
た
。
夏
に
は
ホ
タ
ル
も
飛
び
交
っ
た
。

丸
鉄
橋
と
自
然
の
恵
の
中
に
、
当
時
（
昭
和
五
年
頃
）、

宮
田
託
児
所
（
今
の
幼
稚
園
）
が
川
の
端
に
出
来
、
水
の

流
れ
も
美
し
く
水
泳
ぎ
も
し
た
。
粗
怱
し
て
牧
野
先
生
に

川
で
お
尻
を
洗
っ
て
下
さ
っ
た
り
し
て
、
第
一
回
卒
業
記

念
の
ア
ル
バ
ム
を
見
て
、
感
謝
と
な
っ
て
思
い
出
し
、
川

の
風
情
も
情
緒
も
今
日
は
な
い
。

● 

小
学
校
時
代
…
友
達
と
生
見
の
丸
鉄
橋
に
集
ま
り
道
具

な
ど
置
き
、
サ
デ
を
持
っ
て
み
ん
な
で
魚
を
追
い
取
っ
た

も
の
で
す
。
夜
は
貝
島
で
使
わ
れ
て
い
た
古
い
カ
ン
テ
ラ

を
灯
し
、
樋
口
橋
、
丸
鉄
橋
橋
、
潮
干
橋
ま
で
、
夜
捕
り

で
い
ろ
い
ろ
の
魚
を
採
り
バ
ケ
ツ
数
杯
と
っ
て
み
ん
な
で

分
け
て
持
ち
帰
っ
た
。

　

日
曜
日
は
母
と
兄
弟
で
、
朝
が
け
二
坑
の
ボ
タ
山
に
登

り
、
ボ
タ
く
ず
石
炭
と
雑
坑
木
を
背
中
に
負
っ
て
持
ち
帰

り
、
五
右
衛
門
風
呂
の
燃
料
と
し
て
風
呂
を
沸
か
す
の
が

兄
弟
の
日
課
で
あ
っ
た
。
私
は
風
呂
の
底
板
を
沈
め
る
の

に
一
人
で
は
体
重
が
軽
く
沈
ま
ず
底
釜
に
当
た
り
、
風
呂

の
中
で
溺
れ
大
声
を
出
し
て
助
け
を
求
め
た
思
い
出
は
、

豊
臣
秀
吉
が
石
川
五
右
衛
門
を
「
か
ま
ゆ
で
」
し
た
と
い

う
俗
説
を
思
い
出
し
、い
ま
は
笑
い
と
浪
漫
チ
ッ
ク
的
で
、

時
々
二
坑
の
大
風
呂
に
這
ら
し
て
も
ら
っ
て
い
た
当
時
を

思
い
出
し
ま
す
。

● 

貝
島
従
業
員
さ
ん
と
商
店
の
意
識
…
貝
島
さ
ん
あ
っ
て

の
わ
が
店
、
各
商
店
通
り
の
賑
わ
い
活
気
振
り
は
、
感
謝

と
お
礼
で
筆
で
は
盡
く
せ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
「
貝
島
あ
っ
て
の
宮
田
町
」
と
胸
を
張
っ
て

言
っ
て
ま
し
た
。
直
方
の
友
人
も
「
宮
田
あ
っ
て
の
直
方

ば
い
」
と
言
い
交
し
て
い
た
。

　

貝
島
炭
鉱
の
皆
さ
ん
と
は
私
の
店
で
も
現
金
で
な
く

「
掛
け
お
買
物
通
帳
」
で
給
料
日
に
支
払
っ
て
も
ら
う
信

用
販
売
も
、
お
得
意
様
が
人
情
味
に
深
く
、
正
義
感
強
く
、

俗
に
云
う「
川
筋
気
質
」に
惚
れ
て「
品
物
ど
ん
ど
ん
持
っ

て
行
っ
て
下
さ
い
」
と
言
っ
て
接
客
し
て
い
た
光
景
が
な

つ
か
し
く
、
あ
り
が
た
さ
が
込
み
あ
げ
て
来
ま
す
。

　

昭
和
二
十
七
年
、
六
十
三
日
の
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

三
池
炭
鉱
の
合
理
化
反
対
運
動
は
、
貝
島
炭
砿
も
、
時
流

に
は
逆
ら
え
ず
、
六
三
ス
ト
を
強
行
さ
れ
た
。
賃
金
不
払

と
な
り
、
労
組
、
商
工
会
協
議
の
上
、
労
組
発
行
の
「
金

券
」
に
全
商
店
協
力
、
恩
返
し
と
ば
か
り
お
客
様
を
笑
顔

で
迎
え
、
気
軽
で
「
金
券
」
で
買
物
し
て
い
た
だ
き
、
大

き
く
生
活
の
支
援
し
た
実
蹟
は「
貝
島
と
商
店
」と
の「
恩

愛
の
絆
」
で
あ
り
、
印
象
深
い
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

　

昭
和
二
十
八
年
の
大
水
害
は
そ
れ
は
ひ
ど
か
っ
た
。
大

塚
の
店
は
商
品
も
家
財
も
す
べ
て
流
さ
れ
、
一
階
は
完
全

に
水
没
し
た
。
お
に
ぎ
り
、
煮
も
の
、
漬
物
等
い
ち
早
く

持
っ
て
来
て
下
さ
っ
た
の
は
、
貝
島
お
得
意
様
で
沢
山
の

お
見
舞
品
と
「
心
の
お
見
舞
」
を
貝
島
婦
人
会
の
会
長
様

よ
り
「
努
力
、
忍
耐
、
辛
抱
、
継
続
す
る
こ
と
で
再
起
一

念
を
貫
い
て
下
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
は
、
今
も
私
の
宝

物
と
し
て
胸
中
に
刻
み
込
ん
で
い
ま
す
。

   

▼ 
生
見
の
丸
鉄
橋
を
白
い
煙
を
あ
げ
な
が
ら
渡
る
汽
車


